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科目基礎情報
科目番号 0085 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 使用しない：参考書「Pythonによるデータ分析入門」小林 儀匡ほか(オライリージャパン)
担当教員 山内 幸治
到達目標
・与えられたアルゴリズムが問題を解決していく過程を説明できる。
・最適化問題をデータ解析に応用して簡単な問題を解くことができる。
・与えられた簡単な問題に対して、それを解決するためのプログラムを、標準的な開発ツールや開発環境を利用して記述できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 与えられたアルゴリズムが問題を
解決していく過程を説明できる。

特定のアルゴリズムが問題を解決
していく過程を説明できる。

特定のアルゴリズムが問題を解決
することできることを示すことが
できる。

評価項目2
最適化問題をデータ解析に応用し
て簡単な問題を解くことができる
。

最適化問題をデータ解析に応用で
きる。 最適化問題を解くことができる。

評価項目3
与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を、標準的な開発ツールや開発環
境を利用して記述できる。

与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を、標準的な開発ツールを利用し
て記述できる。

与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を記述できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本授業では、日々進歩しているデータ・情報処理手法に関して、データの操作、処理、高速処理などのデータ解析の基
本手法について理解することを目的とする。データ解析に関する技術はここ数年急激に進歩しており、初学者にとって
学習が困難な分野でもある。そこで、本授業では、簡単な手法、アルゴリズムについて理解し、コンピュータによる図
形処理や数値解析手法を身につける。そして、大量のデータを取り扱うアプリケーションに役立つ科学計算をプログラ
ミング言語Pythonで行う手法を学習する。

授業の進め方・方法
本講義で使用する数学は、基本的な線形代数学と幾何学である。線形代数学と幾何学の基礎的な知識を身につけておか
なければ、講義の内容を理解することは困難である。また、数値計算にはPython 言語を使用するので、Python 言語の
基本的な文法を事前に学習しておくこと。

注意点 授業内容を深く理解することを目的として、授業内容に応じて演習課題を自学自習の課題をして出題する。演習課題に
ついては、授業時に説明したアルゴリズムや例題について調べ、プログラムの動作の要点について整理しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 導入 データ解析の必要性および位置づけを、映画評価を例
にとり理解する。

2週 Python言語のガイダンス（１） Python言語のコーディングについて学習する。
3週 Python言語のガイダンス（２） Python言語のコーディングについて学習する。
4週 Python言語のガイダンス（３） Python言語のコーディングについて学習する。
5週 Jupyter Notebookの使い方 実行結果の記録と分析作業方法の学習。
6週 数値計算ライブラリ 数値計算ライブラリNumpyの使い方の学習。
7週 データの図式化 データを視覚化するためのライブラリの学習。

8週 データ解析ライブラリのデータ形式 データ解析ライブラリPandasのデータ型について学習
する。

4thQ

9週 データ解析ライブラリの使用方法 Pandasの使用方法について学習する。
10週 必要なデータを取り出す Pandasを使って必要なデータを取り出す。
11週 グラフによる視覚化 matplotlibでグラフを作成する。

12週 凸包問題 大量の座標点で構成された散布データのすべてを包含
する図形である凸包について理解する。

13週 線分の交差判定
座標列の方向付けに利用される符号付き面積を導入し
、画面内部に存在する大量の線分において、互いに交
差する組を検出する、線分交差判定問題について理解
する。

14週 線形最適化問題 簡単な線形最適化問題の解決方法を理解する。コンピ
ュータによる問題解決方法を理解する。

15週 定期試験 ９～１４週までの内容を網羅した試験により授業内容
の理解の定着をはかる。

16週 定期試験内容についての解説 定期試験の内容を理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


